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１．はじめに 
  岡⼭⼤学は平成２６年度から「国産医療機器創出促進基盤整備等事業」（ＡＭＥＤ：国⽴研究開発法
⼈⽇本医療研究開発機構）における医療機器開発⼈材育成拠点として採択され、近県の医療福祉機器
企業の研究開発者を中⼼に⼤学病院内で実践的な教育プログラムとして実施している。座学のみなら
ず、透析装置や⼈⼯呼吸器の操作実習、PMDA 経験者を講師に招いたワークショップ形式での模擬対
⾯助⾔など特⾊ある教育を実施している。 

この事業は、５年⽬の最終年度を迎え、事業の⼀環として、岡⼭⼤学病院あげてのニーズ・マッ
チングを⾏っている。スポット的なマッチングではなく、広く医療従事者に呼び掛けてニーズを掘
り起こし、岡⼭県内のみならず近県の企業とのマッチングを試みている。現在⾏っているニーズ・
マッチングのプロセスを紹介する。 
２．⼤学病院のニーズ集め 
(1)対象：医師・⻭科医師のみならず、コ・メディカルスタッフ（看護師、臨床検査技師、医療放射線

技師、臨床⼯学技⼠、⻭科技⼯⼠、⻭科衛⽣⼠、作業療法⼠ 等）に対しても、医療の臨床現場の
ニーズの応募を呼びかけた。適宜、マッチングの主旨の説明会も実施した。 

(2)内容：ハイテクなものからローテクなものまで、数多くの応募があった。中には、業務改善や労働
環境改善なども含まれていた。(総応募数:８２件) 

３．ニーズの取捨選択 
⼤学病院新医療研究開発センターで産学連携を担当する医師１名・医療系コーディネータ４名

（NPO 法⼈メディカルテクノおかやまのコーディネータ１名を含む）で協議して、実現性・新規性・
独創性などを総合的に判断し、分類（A から F）を⾏った。 
（A）：病院ニーズを公開し、マッチング希望の企業を募る作業を⾏う。 
（B）：既存品の可能性があり、調査（カタログ集、Web 検索）する。 
      同様なものや類似品があれば、提案者に紹介する。 
（C）：ニーズ、困りごとの本質が不明なため、提案者と⾯談を⾏う。 
（D）：実現が極めて困難（価格⾯、技術難度）と判断。 
（E）：業務改善に該当し、病院（⻑）へ提案する。                    [写真] マッチング会 
（F）：提案内容のレベルが⾼く、共同研究の案件とする。               ［2018 年 8 ⽉ 27 ⽇ 開催］               

第１回⽬のマッチング会では、企業に集まっていただき、（A）に分      （看護部からの提案） 
類した１２テーマについて提案者から発表し、取り組みたい意思表⽰ 
をした企業と現在マッチング作業を⾏っている。（写真参照） 

（B）、（C）についても、同等品・類似品の調査と提案者と再⾯談を続⾏している。 
（D）、（E）、（F）については、それぞれの対応を実施している。特に（F）ついては、岡⼭県内はも

とより全国的に技術レベルの相応しい企業を探すことにしている。 
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第⼆弾として（B）、（C）を再検討して（A）に再分類したものについて、今年度中にマッチング作
業を⾏う予定である。 
４．ニーズと企業のマッチング 
  １テーマにつき１社が応募した場合は問題ないが、複数企業が応募した場合は絞り込む必要がある。 
企業と提案者とコーディネータが⾯談し、提案者の希望を尊重し、取り組んでもらえるパートナーを
選ぶ作業を⾏う。試作に⼊る前に知的財産や類似品を⼗分調査をし、先⾏特許に潰されないように、
また、同等品がすでにあり、結局は売れないものを作ってしまわないように配慮する必要がある。 
５．問題点 
（１）秘密保持・知的財産 
  マッチング会に出席した企業から秘密保持誓約書に署名してもらい、⼤学発のアイデアの知的財産
保全に努めなければならない。今後、マッチングが進展した場合は、正式に秘密保持契約を締結し、
試作・製品化へと進める。知的財産が発⽣した場合は、⼤学・企業の貢献度に応じて持ち分を勘案す
る。将来的に製品化・商品化された場合、⼤学と企業との寄与度に応じて適正なライセンス料につい
て事後協議が必要である旨、マッチングの開始初期に双⽅了解する。 
（２）開発資⾦ 
  ⼤学からニーズ発信をするものの、⼤学からの資⾦援助はないことを⼗分理解していただく。すな
わち、企業の⾃⼰負担、公的資⾦の獲得等で開発を進めるものとする。コーディネータは後者の資⾦
獲得を⽀援する。 
（３）⼀⼈のニーズ提案が必ずしも多くの⼈たちに受け⼊れられるニーズはないこと 
  コーディネータとして⼗年近くマッチングに携わっていると、常に直⾯する⼤きな問題である。試
作したものの提案者のみで使われるだけで、他の施設で⾒向きもされないことがしばしば⾒受けられ
る。提案を鵜呑みにせず、よく調査して商品化することがコーディネータに求められる。直感やセン
スの資質も必要と思われる。 
６．まとめ 
  今回、病院⻑の了解のもと、全医療の職種にアナウンスし、臨床現場のニーズ・マッチングを開始
した。付随してくる知財・資⾦・汎⽤性などの問題点を克服しつつ、今後もマッチング作業を年⼀回
恒例化し、ローテクからハイテクまでの臨床現場の要望を掘り起こしてゆきたい。⽇本のみならず世
界の医療現場で広く使⽤できる“岡⼭⼤学発の国産医療機器”を創出するために、産学官コーディネー
タの⼿腕を発揮してゆきたい。 
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